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個人情報保護マネジメントシステムとは

⚫個人情報保護方針の策定

⚫個人情報の洗い出し

⚫リスク対策の検討

⚫内部規程の策定、他

⚫個人情報の目的内利用

⚫リスク対策の実施

⚫委託先の監督

⚫全従業者の教育、他

⚫不適合に対する是正処置

⚫継続的改善、他

⚫運用の確認

⚫内部監査

⚫マネジメントレビュー、
他

継続的改善

保護水準
向上

PMS運用の改善
社内体制を整え、
作業計画を作成

PMSに沿った運用PMSの評価

PDCAサイクルを回して、スパイラルアップを図る。
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体制に必要な役割

⚫個人情報保護管理者：PMSの統括責任者

⚫個人情報監査責任者：監査の計画及び実施並びに報告についての責任者

⚫ PMS事務局：PMSの取りまとめ（スケジュール管理等）

例 個人情報取扱い部門

兼務NG

⚫教育担当者

⚫問合せ担当者

⚫開示等の請求の担当者

⚫苦情及び相談担当者 等

必要に応じて設定

⚫組織内部の者から指名する。

⚫社外に責任を取ることができる者
（役員クラス等）が望ましい。

任命

代表者

個人情報
監査責任者

個人情報
保護管理者

監査担当

PMS
事務局

任命

責任者

責任者

責任者 担当者

担当者

担当者

兼務NG



Copyright©2022 JIPDEC All rights reserved

１．プライバシーマーク審査と審査員資格

→審査資格無し

審査員（補） 審査員
主任
審査員

■審査員資格の種類

【リーダー審査員】
主任審査員のみ

【サブ審査員】
主任審査員
または審査員

■現地審査の組み合わせ（２名）

【審査員（補）から、審査員への格上げ】
b)審査員登録申請日までの３年以内に、審
査員補として少なくとも５回の全プライ
バシーマーク審査に参加していること。

【審査員から、主任審査員への格上げ】
b)主任審査員登録申請日までの３年以内に
審査員として少なくとも10回の全プライ
バシーマーク審査を実施していること。

・審査員（補）は、
現地審査に帯同し
OJT研修を受ける

役割：審査全体の管理
審査会への報告（書）
事業者との対応窓口

手当：役割が重いため、加算

役割：リーダー審査員の補佐
報告書の原案作成

手当：リーダーに比べて低い



２．審査員補から審査員への格上登録までの流れ
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本面談では、OJT研修 参加の可否決定

「可」の場合、研修費用を支払い、誓約書を提出して参加。

OJT研修終了後、審査員への格上げ審査を経て審査員へ
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